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る学問領域ではあるが、文化概念も民俗概念も、その根底にはa way of life、つまり生活様
式、もう少しかみ砕けば現地の人々の生き方が含意されている。本論文は、その意味でも
「観光」という枠を超えた良質な民族誌ということができる。 
本論文は３年間で書き上げられたため、先行研究のまとめ、観光学的な概念とのズレな
ど、もう少し時間をかけ考察を深めるべき箇所もある。それらの課題はあるものの、本論
文は博士学位論文として充分なレベルに達しており、主査・副査・外部副査の一致した意
見として、本論文は博士論文に値するという結論に達した次第である。 
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